
耐震ｸﾗｽ S の水平震度 KH  対象機器   （ ）
(1) 本工事に使用する設備機材等は設計図書に規定するもの、別紙１の「建築 1階の床以下に設置する機器 （ １．０ 水槽 １．５ ）

Ⅰ 工　事　概　要 機械設備機材指定表によるもの、またはこれらと同等のものとする。ただし同 中間階に設置する機器 （ １．５ ）
１、 工　事　場　所 三重県津市高茶屋小森上野町地内 等のものとする場合は監督職員の承諾を受けるものとする。また、使用する設 最上階の天井以上に設置する機器 （ ２．０ ）
２、 建　物　概　要 備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外 耐震ｸﾗｽ A の水平震度 KH  対象機器   （ ）

部機関協会他が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける。 1階の床以下に設置する機器 （ ０．８ 水槽 １．０ ）
(2) 化学物質を発散する材料等 中間階に設置する機器 （ １．０ ）

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の 最上階の天井以上に設置する機器   （ １．５ ）
品質及び性能を有するものとし、次の1)から5)までを満たすものとする。 耐震ｸﾗｽ B の水平震度 KH  対象機器   （ ）
1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF 1階の床以下に設置する機器 （ ０．４ 水槽 ０．８ ）
ﾊﾞｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、その他の木質建材、ﾕﾘｱ樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙 中間階に設置する機器 （ ０．８ ）
は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを飛散しないか、飛散が極めて少ないものとする。 最上階の天井以上に設置する機器      （ １．０ ）

2) 防露材、保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散 「標準仕様書」によるほか、室内露出の保温をしない配管、亜鉛鉄板ダクトの塗装は
しないか、放散が極めて少ないものとする。 下記による

3)接着剤はフタル酸ジﾞ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキサンを含 管廊（ □要 □不要 ） 換気機械室（ □要 □不要 ）
３、 工　事　種　目 （※各建物における■印の付いた設備種目を工事対象とする） 有しない難揮発性の可塑材を使用し、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ 電気室及び自家発室（□要 □不要 ） 倉庫（ □要 □不要 ）

ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。 プラント関係機械室（ □要 □不要 ）
4)塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しな コンクリート管以外の管を土中埋設とする場合は、管及び被覆樹脂を傷めないよう周

■ □ □ □ いか、放散が極めて少ないものとする。 囲を山砂にて埋め戻しを行い、掘削土のうちの良質土にて埋め戻す。
□ □ □ □ 5) 1),3)及び4)の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その (1) 地中埋設標 （ □要（図示する箇所） □不要 ）
■ □ □ □ 他の什器等は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散しないか、放散が極めて少ないものと (2) 埋設表示テープ（ダブル折りのもの） （ □要（排水管を除く） □不要 ）
□ □ □ □ する。 構内敷きならし 構外搬出
□ □ □ □ 上記に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の規制対応品の区分は、次の コンクリート床、壁等の配管貫通用の穴明けはダイヤモンドカッターにて行う。
□ □ □ □ □ とおりとする。 総合調整は、下記の項目について施工完了後、適切な期日に実施する。
□ □ □ □ □ 規制対象外（ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散しないもの） なお、総合調整計画書を施工計画書とともに提出し、監督職員の承諾を受ける。
□ □ □ □ ①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品 ■風量調整 ■水量調整 ■室内外の空気の温湿度の測定 ■騒音の測定
□ □ □ □ □ ②建築基準法施工令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品 □初期運転状態の記録
□ □ □ □ □ ③下記表示のあるJAS規格品 建築機械設備工事一般仕様書 第115条に加え、(　　　　　　　　　市　)から指名停止を
□ □ □ □ a, 非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤使用b,接着剤等不使用 受けている業者と指名停止期間中に下請契約をしないこと。

□ c, 非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散しない材料使用 (1) 屋外条件
□ □ □ □ d, ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散しない塗料等使用 夏期） 温度 ℃ 湿度 ％

e, 非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散しない塗装使用 冬期） 温度 ℃ 湿度 ％
４、 設　備　概　要 f, 非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散しない塗装等使用 (2) 一般系統屋内条件 （目標値）

設備概要 第三種 （ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散が極めて少ないもの） 夏期） 温度 ℃ 湿度 ％
空調・暖房方式 ■ 空気調和 ①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品 冬期） 温度 ℃ 湿度 ％

□ 中央空調方式 □ ダクト方式 □ ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ・ﾀﾞｸﾄ併用方式 ②建築基準法施行令第20条の5第3項による国土交通大臣認定品 (3) 電気室屋内条件 （目標値）
□ 個別空調方式 ■ ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空調機 □ ﾙｰﾑｴｱｺﾝ ③旧JISのＥo規格品 夏期） 温度 ℃ 湿度 ％

□ 暖房 ④旧JASのＦco規格品 冬期） 温度 ℃ 湿度 ％
□ FF式暖房機 □ ﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ □ 温風暖房機 □ (3) 「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」(グリーン購入法)に ダクトの材質、工法は下記の通りとし、適用範囲は図示による。

換気方式 ■ 第１種（強制給排気）□ 第２種（強制給気のみ） ■ 第３種（強制排気のみ） 規定される特定調達品目に該当する機材を使用する場合は、その判断基準 亜鉛鉄板ﾀﾞｸﾄ（「標準仕様書第３編1.14.1～1.14.2及び2.2.1～2.2.4」による。）
給水方式 □ 上水（ □水道直結方式□高置水槽方式□加圧給水方式） ・配慮事項を満たすものとする。 低圧ダクト ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法ﾀﾞｸﾄ（長辺の長さが1,500mm以下まで）

□ 井水（ □高置水槽方式□ﾎﾟﾝﾌﾟ直送方式 ） (4)  給水設備及び給湯設備に使用する機材は、厚生労働省令第138号「給水 ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ
排水方式 建物内の汚水と雑排水 （ □合流 ■分流 ） 装置の構造及び材料の基準に関する省令」（平成14年10月29日）に適合 高圧１ダクト ( ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ )

放流先（ □場内施設 □流入渠 □公共下水道 □浄化槽） する機材を使用すること。 高圧２ダクト ( ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ )
消火設備の種類□ 消火器 □ 屋内消火栓設備□ 不活性ガス消火設備 本工事現場における主任技術者は、次のいずれかの者とする。 (1) 製作及び取付けは、アングルフランジ工法ダクト及びコーナーボルト工法の当

□ 連結送水管設備□ 連結散水設備 □ 消防用水 該事項による。
給湯方式 □ ガス湯沸器□ 電気温水器（湯沸器）□ 給湯用ﾎﾞｲﾗｰ (2) 空気調和機に接続するサプライ、レタン及び消音内貼をしたチャンバーには、
ガスの種類 □ 液化石油ガス （ □ 図面特記 □ ） の点検口を設ける。

□ 都市ガス （ ガス事業者： ） 1級又は2級管工事施工監理技士 (3) ｶﾞﾗﾘ等に直接取付けるﾁｬﾝﾊﾞｰ、ﾎｯﾊﾟｰ類は雨水等の滞留のない形状に製作し、
分析ガスの種類 □ 水素(H2)□ 酸素(02) □ ﾍﾘｳﾑ(He) □ ｱﾙｺﾞﾝ(Ar) □ 酸素(N2) 配管施工（配管工事） 建築板金施工（ダクト製作及び取付け） （ □ 図面特記 □ ） の点検口を設ける。

□ ｱｾﾁﾚﾝ(C2H2) □ 笑気(N2O) □ 空気(Air) 熱絶縁施工（保温工事）□ 冷凍・空気調和機器施工 （空調機器の据付） 取付箇所は図示による。
５、 指　定　部　分 この工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて請負者 取付箇所は風量調節ダンパーの前又は後とする。

 指 定 部 分 工 事 の 有 無 □ 有 ■ 無 ・その他 の負担とする。ただし、完成検査時まで工事用電力は必要とする。 主たる部分の材質 （ □ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 □鋼板製 ）
 指 定 部 分 工 事 の 概 要 給水引込みにかかる納付金等 「標準仕様書 第３編 1.15.6 風量調節ダンパー」の当該事項に準じる。

金等 不要 □ 要 （ □ 別途 □ 工事に含む ） (1) 自動開閉装置はソレノイド（瞬時通電式）又は電動式とする。
構内に作ることが できる できない (2) 復帰方式は遠隔電動式とする。

指 定 部 分 工 事 の 完 成 日 平成　　　年　　　月　　　日 関係請負者が定置したものは無償で使用できる。 本工事で設置する。 (3) 定格入力はDC24V,0.7A以下とする。
工　事　仕　様 他工事との工事区分 図面に特記なき場合は特記仕様書(3)の「工事区分表」による。 作動後の復帰方式 （ □ 遠隔式 □ 手元式 ）

Ⅱ１、 共　通　仕　様 室名に（　　）を付した室は二重天井とし、その他の室は直天井とする。 (1) ﾀﾞｸﾄの保温は「標準仕様書第2編3.1.4」によるほか、下記の箇所を行う。
（1） 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、下記による。 防火区画範囲（ □図示による □建築図による □各階床面とする） 空調レタンダクト
1）日本下水道事業団制定の「建築機械設備工事一般仕様書（最新版）」（以下「一般仕様書」と 100Ｖ 200Ｖ 400Ｖ 外気取入れダクト
いう）及び「下水道施設標準図（最新度）（以下「施設標準図」という）による。 50Hz 60Hz 外壁より約１ｍまでの排気ﾀﾞｸﾄ

2）一般仕様書に定める仕様書は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書 (1) 電動機出力は図面に記載された数値以下とする。 全熱交換器の外気取入れﾀﾞｸﾄ （ □外気一次側 □ ）
（機械設備工事編）最新版」（以下「標準仕様書」という）、及び「公共建築改修工事標準仕様書 (2) 換気扇、圧力扇等の電動機保護方式は、製造者の標準仕様としてよい。 (2) 下記のﾁｬﾝﾊﾞｰは消音内貼を行う。
（機械設備工事編）最新版」（以下「改修標準仕様書」という） (3) 進相コンデンサ （ 不要 要 ） サプライチャンバー（厚さ50mm）

3）国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編） 機器類の能力、容量等は図面に記載された数値以上とする。 レタンチャンバー（厚さ25mm）
最新版」（以下「標準図」という）による。 (1) 鋼材（架台、支持金物等）は全て溶融亜鉛めっき、又はｽﾃﾝﾚｽ鋼製とする。 図示するチャンバー（厚さ25mm）

（2） 土木工事、建築工事及び建築電気設備工事は、別紙特記仕様書による。 (2) 機器の基礎に使用するボルト類　（ ｽﾃﾝﾚｽ製 溶融亜鉛ﾒｯｷ製　） ※保温厚みは標準仕様書により、範囲は図面特記による。
２、 特　記　仕　様 (1) 配管の吊り金物及び支持材は、ＳＵＳ・Ａダクト又はビニル・Ａダクトを施工

・ 章に■印の付いたものを本工事に適用する。 する室においては、ｽﾃﾝﾚｽ製のものを使用する。
・ 項目の番号に○印が付いたものを適用する。 (2) 水処理施設、管廊等の多湿箇所に使用する亜鉛鉄板ﾀﾞｸﾄ・配管等の吊り金
・ 特記事項に記載される内容が複数ある事項については、■印の付いたものを適用し、□印の付いた 物、支持金物類は、溶融亜鉛ﾒｯｷ（２種35）を施した物、またはSUS製とする。 原図：Ａ１
ものは適用しない。 要 不要
・ 使用材料等で複数の材料に■印が付いたものは、図面による。 次の配管の屋外露出部分は、弁類を含み下記(1)(2)の仕様にて防凍保温

３、 そ　の　他 を行う。（ □給水管 □消火管 □膨張管 □空調ﾄﾞﾚﾝ管 ）
・ 表題欄に記載されている縮尺は、Ａ1版に対応するもので、Ａ3版の場合は読み替える。 (1) 保温の厚さ以外の仕様は「共仕第２編 3.1.4、3.1.5」による。
・ 別途工事（上屋建築築造工事、建築電気設備工事、天神ポンプ場放流渠築造工事、三重県発注 (2) 保温の厚さ：呼び径25mm以下の配管は50mm以上、呼び径32mm以上の
（二級河川相川改修工事）との調整作業ヤード並びに工程について十分に調整を図ること。 配管は40mm以上。
・ 資機材の搬入出については既存に進入路を使用するものとするが、別途工事との調整が必要。 防凍ヒーター巻を次の仕様にて、図示する箇所に行う。
・ 動力２００V以上の機器に仮設発電機、仮設盤及びケーブルを用意し、本検査完了まで設置すること。 (1) ヒーターの仕様：自己制御型、電源用ターミナル付属
・ 仮設発電機は１０KVAで、仮設盤はブレーカ、マグネットスイッチ及びサーマルリレーをつける。  100kgを超える機器については、「建築設備耐震設計・施工指針 2005版」(国土
・ 仮設ケーブルは120ｍ、14ｓｑ-4Cとし、ケーブル、発電機及び仮設盤は共通仮設費にて積み上げる。 交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）を用いてｱﾝｶｰ
・ 建築上屋築造工事の工期は令和元年7月16日から令和2年2月21日まで。 ﾎﾞﾙﾄのｻｲｽﾞ等を求め、監督職員に提出する。なお、計算に用いる設計用地震力は、
・ 建築電気工事の工期は令和元年8月8日から令和2年2月21日まで。 下記の水平震度KHを用い、鉛直震度KVはKHの1/2とし、それぞれの地震力は
・ 給排水設備、衛生設備及び機器設置に伴う開口部ついては、建築上屋築造工事にて施工。 同時に作用するものとして計算する。
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項目建築機械設備築造工事特記仕様書（１） 章

□

１級管工事施工管理技士、又は技術士法による第二次試験のうち、技
術部門を機械部門（選択科目を「流体機械」又は「暖冷房及び冷凍機
械」とするものに限る）、水道部門又は衛生部門に合格した者
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消 火 設 備
ガ ス 設 備
分 析 ガ ス 設 備

種目
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消 音 内 貼

事業所名

図面の種類

令和元年度下施雨ポ公補第６号
天神ポンプ場（建築機械設備）築造工事

工 事 名

施工箇所名 津市　高茶屋小森上野町　地内

建築機械設備築造工事特記仕様書(１)

― 図面番号

設 ﾀ ﾞ ｸ ﾄ の 保 温
□

□

棟 棟 棟 屋外棟

縮尺

□

□
□

□



補強ともステンレス製（SUS304）とし、フード囲いは（ □要 □不要 ） 「標準仕様書 第２編 3.1.5」によるほか、下記による。
冷媒管 取付箇所は図示による。 (1) 鋼板製タンクの保温
断熱材被覆銅管 取付箇所は風量調節ダンパーの前又は後とする。 受水タンク （ 要 不要 ）
銅管 ダクト種別による吹出口、吸込口の主たる部分の材質は下記による。 高置タンク （ 要 不要 ）

空調用ドレン管 (1) 亜鉛鉄板製ダクト （ アルミニウム製 鋼板製 ） (2) 屋外タンクの排水弁までの配管（弁を含む）の保温 （ □要 □不要 ）
配管用炭素鋼管（白） (2) ステンレス製ダクト （ ステンレス製 ） (3) 管廊内の配管の保温 （ □要（表2,3,5のb(ﾊ)Ⅴによる。 □不要 ）
ビニル管（VP） (3) ビニル製ダクト （ 硬質塩化ビニル製 ） (4) 地下階の配管の保温 （ □要（表2,3,5のb(ﾊ)Ⅴによる。 □不要 ）

油　管 「標準仕様書 第３編 1.15.6 風量調節ダンパー」の当該事項に準じる。 (1) 屋内汚水管
配管用炭素鋼管（黒） (1) 自動開閉装置はソレノイド（瞬時通電式）又は電動式とする。 排水用塩ビライニング鋼管
銅管 (2) 復帰方式は遠隔電動式とする。 排水用タールエポキシ塗装鋼管
被覆銅管 (3) 定格入力はDC24V,0.7A以下とする。 排水用塩化ビニルコーティング鋼管

冷温水管 作動後の復帰方式 （ 遠隔式 手元式 ） メカニカル形排水鋳鉄管 ビニル管（VP） 鉛管
配管用炭素鋼管（白） ﾀﾞｸﾄの保温、消音内貼は「標準仕様書第2編3.1.4」によるほか、下記の箇所を行う。 (2) 屋内雑排水管

冷却水管 □電気室内の給気ダクト、給気チャンバー 配管用炭素鋼管（白）
配管用炭素鋼管（白） ■外気取入れダクト 排水用塩ビライニング鋼管

膨張管、空気抜き及び膨張タンクよりボイラーへの給水管 ■外壁より約１ｍまでの排気ダクト及びチャンバー 排水用タールエポキシ塗装鋼管
配管用炭素鋼管（白） □チャンバーの消音内貼 （ □図示チャンバー □ ） 排水用塩化ビニルコーティング鋼管 ビニル管（VP） 鉛管

・ JIS又はJV規格による（□ ５Ｋ □ １０Ｋ ） □ドラフトチャンバー用排気ダクトの防露 (3) 通気管
・ 弁類の種類は特記による。なお、冷温水ｺｲﾙ回りの二・三方弁装置に用いる □厨房、湯沸室の隠ぺい部排気ﾀﾞｸﾄ　（ﾛｯｸｳｰﾙ50mm） 配管用炭素鋼管（白）
65A以上の仕切弁はﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁とする。 ※保温厚みは標準仕様書により、範囲は図面特記による。 排水用塩ビライニング鋼管
取付箇所は次による。 □全熱交換器の外気取入れﾀﾞｸﾄ （ □外気一次側 □ ） ビニル管（VP）
(1) 冷却塔の冷却水出入口及び補給水管（合成ゴム製） ろ材自動更新機構 (4) 屋外排水管
(2) 屋内オイルタンクの給油管、返油管及び送油管（SUS製） （ □タイマー・差圧切替式□差圧式 □タイマー式 ） コンクリート管（外圧管１種Ｂ形）
取付箇所は次による。 (1) 自動巻取形エアフィルター（ □１装置１組分 □不要 ） ビニル管（VU）
(1) 水冷パッケージ形空調機の冷却水管の出入口（合成ゴム製） (2) パネル形エアフィルター （ □１装置１組分 □粗塵用のみ □不要 ） 建物排水用リサイクル発泡三層硬質塩化ビニル管（RF-VP)
(2) 空調用ポンプの吐出口及び吸込口（合成ゴム製） 「一般仕様書 第201条」による。 下水道用リサイクル三層硬質塩化ビニル管（RS-VU)
固定式瞬間流量計とする。 「一般仕様書 第202、203条」「施設標準図」によるほか、下記による。 (5) 水質試験室排水及び通気管（排ガス洗浄装置の排水及び通気管を含む）
取付箇所は図示による。 (1) 本体と天井の隙間は幕板にて塞ぐ。 ビニル管（VP）

(2) 排ｶﾞｽ洗浄装置付形は、排風機連動の回路(ｵﾌﾃﾞﾚｰ用ﾀｲﾏｰ含む）を設ける。 耐熱性硬質塩化ビニル管（HT）
(1) 配管の保温は「標準仕様書 第２編 3.1.4」によるほか下記による。 (3) 排ｶﾞｽ洗浄装置付形については、洗浄装置と本体は並列配置を標準とする。 (6) 流し台の排水口から床面までは、ビニル管（VP）にて施工してもよい。
空気調和機等のﾄﾞﾚﾝ管は「標準仕様書第2編3.1.5の排水管」の仕様により行う。 「一般仕様書 第204条」「施設標準図」による。 洗面器等の排水管は、器具トラップより１サイズ大きい配管とする。
(2) 冷媒管の保温外装は下記による。 ダクトの材質、工法は下記の通りとし、適用範囲は図示による。 タンクブロー、ポンプ等のドレンを受ける間接排水管にはトラップを設ける。
屋内露出（ □「標準仕様書」による ■塩ビ製保温化粧ｹｰｽ ） 亜鉛鉄板製（高圧１，２ダクト） 取付けない 取付ける（図示の位置）
天井内、ＰＳ内、暗渠内（□「標準仕様書」による ■外装なし ） 普通鋼板製（板厚1.6mm以上） 桝のコンクリート部は、工場製品としてもよい。
屋外露出（ ■SUS鋼板ﾗｯｷﾝｸﾞ □塩ビ製保温化粧ｹｰｽ ） 天井取付 （ スリット形 パネル形   ） 「施設標準図」による （ A形 B形 ）とする。
(1) 板厚 壁取付 （ スリット形 ） 「標準仕様書 第２編 3.1.5」によるほか、下記による。 
丸形直径300mm以下のものは3.2mm以上、300mmを超えるものは4.5mm以上。 開放、復帰方式は下記の通りとする。 (1) 管廊内の配管の保温（ □不要 □要（表2,3,5のb(ﾊ)Ⅴによる。）
矩形長辺300mm以下のものは3.2mm以上、300mmを超えるものは4.5mm以上。 ワイヤー式 (2) 地下階の配管の保温（ □不要 □要（表2,3,5のb(ﾊ)Ⅴによる。）
(2) ばいじん量測定口（80φ）は煙道の直線部に取付ける。 電気式 （ 遠隔操作 不要 要 ） (1) 一般配管
電源はバーナ２次側より取出し、電気配管配線は図示により本工事とする。 建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量検査 銅管（壁又は床埋没する場合は保温付被覆銅管を使用してもよい。）
電源はバーナ２次側より取出し、電気配管配線は図示により本工事とする。 方法に準ずる。 ステンレス鋼管（SUS304）
指示計は2組（屋内及び屋外）とし、屋内指示計は満減警報及び出力接点付 ロータンク方式 (2) 給湯用補給水タンクから給湯ボイラへの補給水管
とする。 大便器洗浄弁（バキュームブレーカ付）方式 銅管
要 不要 不要 要（ピット内は除く） ステンレス鋼管（SUS304）
「標準図 機材8」による。 JIS又はJV規格による （ 5K 10K )
図示による。 自動洗浄個別感知方式 （ □埋込 □露出 □器具一体型 ） 給湯用簡易ボイラーの場合に取付ける。
「標準図 機材9」による。 小便器洗浄弁方式 (1) 湯沸器と給水管、給湯管の接続は、SUS製ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾁｭｰﾌﾞを使用してもよい。
図示による。 手洗器は、止水栓付きとする。 (2) ＦＦ式、ＦＥ式以外で屋内に設置するものは、換気扇連動スイッチを設ける。

ろ材自動更新機構 水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。 材質及び板厚は下記による。
（ □タイマー・差圧切替式□差圧式 □タイマー式 ） (1) 一般用 大きさ 約360×450ｍｍとする。 ガス湯沸器用 ステンレス鋼板製 0.3mm以上
(1) 自動巻取形ｴｱﾌｨﾙﾀｰ（ □１装置１組分 □不要 ） (2) 身体障害者用 大きさ 約600×800ｍｍとする。 給湯用簡易ボイラー用 ステンレス鋼板製 0.5mm以上
(2) ﾊﾟﾈﾙ形ｴｱﾌｨﾙﾀｰ （ □１装置１組分 □不要 ） (1) 陶器製 大きさ 約450×140ｍｍとする。 電源はバーナ２次側より取り出す。電気配管配線は図示により本工事とする。
(3) ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ （ □全台数の50％ □不要 ） 衛生器具取り付け形 電源はバーナ２次側より取り出す。電気配管配線は図示により本工事とする。
制御方式 □電気式 □電子式 □ＤＤＣ方式 壁取付け形 「標準仕様書 第２編 3.1.5」によるほか、下記による。
ダクトの材質、工法は下記の通りとし、適用範囲は図示による。 (1) 一般配管 (1) 給湯用補給水タンクの保温 （ 要 不要 ）
亜鉛鉄板製ダクト（「標準仕様書 第３編 1.14.1～1.14.2及び2.2.1～2.2.4」 塩ビライニング鋼管（ □SGP-VA □SGP-VB ) (2) 天井内、ＰＳ内の排気筒の断熱（RW50mm）（ 要 不要 ）
による。） ポリ粉体鋼管 （ □SGP-PA □SGP-PB )
□低圧ﾀﾞｸﾄ □ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法ﾀﾞｸﾄ（長辺の長さが1,500mm以下まで） ビニル管 （ □HIVP □VP )

□ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ ステンレス鋼管 （ □SUS304 □SUS316 )
□高圧１ダクト（アングルフランジ工法） (2) 上水地中配管（屋外及び屋内）
□高圧２ダクト（アングルフランジ工法） ビニル管 （ □HIVP □VP )
溶融アルミニウム-亜鉛鉄板製ダクト（仕様は図面特記による。） 塩ビライニング鋼管（ □SGP-VD □ )
□低圧ﾀﾞｸﾄ □ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法ﾀﾞｸﾄ（長辺の長さが1,500mm以下まで） ステンレス鋼管 （ □SUS304 □SUS316 )

□ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法ﾀﾞｸﾄ 二層ポリエチレン管
ステンレス製ダクト（「一般仕様書 第205条」による） (3) 散水地中配管（屋外及び屋内）
□低圧ダクト　（アングルフランジ工法） 二層ポリエチレン管
□高圧１ダクト（アングルフランジ工法） ポリ粉体鋼管 （ □SGP-PD □ )
□高圧２ダクト（アングルフランジ工法） 水道直結部分はJIS又はJV規格による10K、その他の部分は5Kとする。
ビニル製ダクト（「一般仕様書 第206条」による） 防振継手 （ □ 合成ゴム製 □ SUS製 ）
□低圧ダクト　（アングルフランジ工法） ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ (1) FRP製タンク廻り 合成ゴム製 原図：Ａ１
□高圧１ダクト（アングルフランジ工法） (2) 鋼板製タンク廻り SUS製
□高圧２ダクト（アングルフランジ工法） (3) エキスパンションジョイント部 SUS製

(1) ＳＵＳ・Ａダクト、ＳＵＳ・Ｂダクトの使用区分は図示による。 (4) 建物導入部の変位吸収用 SUS製
(2) 送風機廻りのダクトで振動の恐れのある部分には補強を施す。 量水器 親メータ （ □ 貸与 □ 買取り ）
(3) ﾀﾞｸﾄ内部に水分の発生の恐れがある場合は、ﾌﾗﾝｼﾞ用ｶﾞｽｹｯﾄに発砲軟質 子メータ （ □ 貸与 □ 買取り ）
塩化ﾋﾞﾆﾙ又はｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ等の材質で、ｶﾞｽｹｯﾄとし、十分な機能を有する 水栓 (1) 台所流し用の水栓は泡末式とする。
ものを使用する。 (2) 水抜き栓を使用する場合、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とし、屋内に設ける

(1) ビニル・Ａダクト、ビニル・Ｂダクトの使用区分は図示による。 水栓は固定こま式とする。
(2) 長方形ダクトの板の継目は「一般仕様書 第206条」による。 建物導入部配管建物導入部配管の変位吸収工法は下記による。
浴室（ｼｬﾜｰ室、脱衣室を含む）系統 厨房系統 「標準図 施工４(a)」により、施工箇所は図示による。（フレキシブルジョイント）

(1) 製作及び取付けはアングルフランジ工法ダクトの当該事項による。 「標準図 施工５(c)」により、施工箇所は図示による。（スリークッション）
(2) ガラリ等に直接取付けるチャンバー、ホッパー類は雨水等の滞留のない形状に製作し、 管の埋設深さ 「標準仕様書」によらない場合、凍結深度以上とする。
（ 図面特記 □ ） の点検口を設ける。 （凍結震度GL- m ｍ程度 ）

工 事 名
令和元年度下施雨ポ公補第６号

天神ポンプ場（建築機械設備）築造工事

施工箇所名 津市　高茶屋小森上野町　地内

図面の種類 建築機械設備築造工事特記仕様書(2)

縮尺 ― 図面番号 2/11

事業所名 津市下水道局下水道施設課
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屋内消火栓設備
一般配管 配管用炭素鋼管（白） 本工事に使用する次の設備機材等は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築材料・設備機材等品質 　 ALC板の壁開口・補強

地中埋設 外面被覆鋼管 （ □VS □PS ） 性能評価事業　設備機材等評価名簿」によるものとする。 　 オイルサービスタンクの防油堤

二酸化炭素消火設備 （仕上げ関係）

圧力配管用炭素鋼鋼管（継目無管STPG370 Sch80白） 減圧弁 □ 軽鉄天井・壁下地 補強を要するボードの切込み及び下地の補強 切込み

外面被覆鋼管の呼び径100mm以下はねじ接合とする。 温度調節弁 □ 補強

建物導入部配管の変位吸収工法は下記による。 伸縮管継手 ベローズ形、スリーブ形 □ 補強を要しないボードの切込み 切込み 職種ごとに必要なもの

「標準図 施工４(a)」により、施工箇所は図示による。（ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ） 一般配管用ステンレス鋼弁 □ 可動間仕切り（ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ） 切込み及び補強 切込み

「標準図 施工５(c)」により、施工箇所は図示による。（ｽﾘｰｸｯｼｮﾝ） 鋳鉄製ボイラー □ 補強

(1) 箱の寸法、形状は「標準図」による。 給湯用簡易ボイラー □ 位置ボックス(電力、通信)

(2) 箱の材質は（ 鋼板製 ステンレス鋼板製 ） 真空式温水発生機 鋼製、鋳鉄製 □ 吊りボルト及びインサート 各種天井・設備機器・器具・配管・配線・ダクト用 職種ごとに必要なもの

１号消火栓 無圧式温水発生機 鋼製、鋳鉄製 □ 外部まわり 外壁ガラリ及びダクト接続用フランジ

２号消火栓 チリングユニット 空気熱源ヒートポンプユニットを含む □ ウェザーカバー、ベントキャップ

10Ｋ形 遠心冷凍機 □ 換気扇（枠取付共） 枠

20Ｋ形 直だき吸収令温水機 □ 機器

制御盤 （ 含む 別途 ） 小型吸収式令温水機ユニット □ 湯沸室まわり 流し台・つり戸棚・水切り棚・コンロ台

呼水タンク （ 要 不要 ） 冷却塔 □ フード（標準詳細図のもの） その他はAM

「標準仕様書 第５編 1.4.6」による。保温は（ 不要 要 ） ユニット形空気調和機 □ 浴室まわり 浴室ユニット、シャワーユニット

液化石油ガス コンパクト形空気調和機 □ 既製浴槽（ふたを含む）

(1) 屋内一般配管 配管用炭素鋼管（白） ファンコイルユニット □ 浴室及び便所の床排水金物

(2) 地中配管 ポリエチレン被覆鋼管（黒） パッケージ形空気調和機 電動式 ■ 洗濯機パン

(3) 高圧部分 圧力配管用炭素鋼鋼管 エアフィルター パネル形 □ 便所まわり 洗面カウンター 洗面器はAM

都市ガス 同 上 折込み形 □ 鏡（規格寸法のみ） 規格外はA

(1) ガス供給事業者の規定による。 同 上 袋形 □ 肢体不自由者用手すり

燃焼性の種別 （ ） 発熱量 （ KJ/Nm3） 同 上 自動巻取形 □ 電源盤から小便器用節水装置制御盤への配線

設置する。 室名（ ） 全熱交換器 回転形、静止形 □ 小便器用節水装置制御盤から関連機器への配線

外部警報端子を設ける。 全熱交換ユニット □ 事務室まわり ファンコイルカバー

貸与品 遠心送風機 多翼形送風機 □ フリーアクセスフロア コンセント

買取り 斜流送風機 ■ 床パネルの切込み加工

「標準図 施工70」によるボンベ 本用とする。 軸流送風機 □ 自動扉・電動シャッター 自動閉鎖装置を取付ける防火戸の切込み補強及びドアクローザ、フロアヒンジ

別途（ボンベ容量50㎏） 消音ボックス付送風機 □ まわり 防火戸の自動開閉装置

「標準図 施工71」の （ (a) (b) ）による。 遠心ポンプ 横形、縦形 □ 上部電動シャッターの本体、制御盤・手動開閉装置・ヒューズ装置

配管用ステンレス鋼管（継目無管SUS304TP）による光輝焼鈍（BA）管 水中モーターポンプ 汚水用、雑排水用、汚物用 □ 上部電動シャッター・排煙窓・防炎垂れ壁連動制御装置・感知器

小径管（チューブ管）厚さ 1.0mm以上 吹出口及び吸込口 □ 自動扉の本体・駆動装置・検出装置（センサー）

スケジュール管（Sch 5Ｓ） 定風量ユニット・変風量ユニット □ 自動扉の手元電源スイッチ

(1) 施工要領は「施設標準図」による。 自動制御システム □ 電源盤から自動扉・電動シャッター等への配線

(2) 空気配管で凍結の恐れのあるドレン部は防凍対策を行う。 衛生器具ユニット □ 自動扉・電動シャッターから関連機器への配線

（ 保温＋防凍ﾋｰﾀｰ 保温 ） パネルタンク ＦＲＰ製、鋼板製 □ 排煙窓本体・自動開閉装置

□水素 □酸素 □ﾍﾘｳﾑ □ｱﾙｺﾞﾝ 密閉形隔膜式膨張タンク □ 防炎垂れ壁本体・駆動装置

□窒素 □ｱｾﾁﾚﾝ □笑気 □空気 消火システム スプリンクラー、二酸化炭素、泡 □ 電気錠の本体

乗用 マンホールふた □ 制御盤から電気錠の扉までの配管及び配線

非常用 弁桝ふた □ 水質試験室 試験機器

人荷共用 配管ピット

荷物用 実験台・流し台

普及型 （ ロープ式 機械室レス ） フード

一般型 ドラフトチャンバー

交流可変電圧可変周波数制御 電気配線 電源盤から機器等への配線

乗合全自動方式 （躯体関係） 機器付属の制御盤から関連機器への配線

エレベーター設備機器の固定等は、すべて日本建築センター編集の「昇降機 RC造の梁貫通孔 貫通孔のスリーブ材及び補強 補強 動力制御盤から自動制御盤への電源配線

耐震設計」にて計算し、監督職員に提出する。 ｽﾘｰﾌﾞ 職種ごとに必要なもの ﾊﾟｯｹｰｼﾞ空調機の屋外機から屋内機への電源配線

次の管制運転を行う。 RC造の床・壁の開口部 補強を要する開口部の箱抜き及び補強 補強 自動制御盤から動力制御盤への操作回路配線

地震時管制運転 箱抜き 煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパーに至る配線

火災時管制運転 補強を要しない開口部の箱抜き 箱抜き 職種ごとに必要なもの 天井吊り形FCU及び全熱交換形換気扇から操作スイッチへの配線

自家発時管制運転 S、SRC造の梁貫通孔 S・SRC造の貫通孔の鋼管スリーブ材及び補強 補強 注油口内アース端子よりアース用配線

停電時救出運転 スリーブ その他 ２重ピット及びトレンチのマンホール蓋

冠水時管制運転 貫通孔の新設 補強を要しない開口部の貫通孔 機器搬入用フック、ビーム

要 不要 貫通孔・開口部の穴埋め 使用された貫通孔の穴埋め 防火区画・防炎区画 化粧マンホール蓋の表面仕上げ

予備貫通孔の穴埋め 防火区画・防炎区画 点検口（天井、床下）

ユニット形 設備機器の基礎 建築設計図に記載のあるもの 排煙口等の天井仕上げ材の取付け

現場施工形 屋上の基礎（防水取合いがあるもの） 消火器BOX設置工事

簡易水洗用便槽 屋上基礎で押えコンにアンカーをしない軽微なもの 職種ごとに必要なもの 煙突底部排水目皿・排水管

処理対象人員 人 処理水量 m3/c･d 屋外・屋内の軽微な基礎 職種ごとに必要なもの 靴拭きマット・玄関マット・自動扉マット部の床排水金物（目皿共）・排水管

小規模合併処理場 設備機器取付け用アンカー・架台 職種ごとに必要なもの 靴洗い流し部排水金物・排水管

（ □嫌気ろ床接触曝気方式 □分離接触曝気方式 ） 昇降機関連 巻上機周囲のメンテナンス用デッキ ルーフドレン

生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ） ㎎/l以下 昇降路内ピット防水・集水桝 雨水配管（とい）

１ヶ月相当分以上を備える。 各階出入り口穴あけ・同補強及び出入り口扉・三方枠・幕板用の補強鉄骨 雨水配管（とい）用のヒータ配線

単相 三相 Ｖ kW以下 各階出入り口扉・三方枠・幕板の取付・枠周り埋め戻し及び補修 安全水槽

放流水質の測定表を提出する。 昇降路がRC造及びSRC造の時、軌条・中間ﾋﾞｰﾑ・ﾌﾞﾗｹｯﾄ他昇降路内の鋼製部材一式

昇降路がS造の時の中間ビーム・ブラケット受けピース 原図：Ａ１
機械室天井フック取付

昇降路内フック取付

ホール押釦・インジケータ・ワイヤーロープなどの壁開口

昇降路内ピット点検用タラップ

点検用コンセント

電力・通信用盤からEV制御盤までの配線

EV制御盤から外部インターホンへの配管配線

その他 トラフ・ピット類（ふたを含む）

湧水・汚水ピット

同上用防水・マンホール・タラップ等

避雷設備・同接地工事

事業所名 津市下水道局下水道施設課

工 事 名
令和元年度下施雨ポ公補第６号

天神ポンプ場（建築機械設備）築造工事

施工箇所名 津市　高茶屋小森上野町　地内

図面の種類 建築機械設備築造工事特記仕様書(３)
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FE

4-1FE

1-2

FE

2-2

FE

4-2

FS

1

FS

2

FS

4
×3

×2

×2

津市下水道局下水道施設課

原図：A１

津市 高茶屋小森上野町 地内

天神ポンプ場（建築機械設備）築造工事

令和元年度下施雨ポ公補第６号
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記号 台 設置場所 備　考運転方式
Ｖφ

電　動　機

kW
機　器　仕　様系　統機　器　名　称

１）．空調機能力は最大値とする。

VE-1 換気扇 便所 形　式　　パイプファン 1 100 6.1 SW 1 便所

　　　　　 150φ　×    120 m3/h× 10 Pa

付属品　　深形フード付ＳＵＳ製ベンドキャップ150φ

VE-2 換気扇 階段室２ 形　式　　角穴取付タイプ（エアパス） 1 100 12 FE-3-2と連動 1

　　　　　 230×230    230 m3/h× 0 Pa

　　　　　両面角グリルタイプ

VE-3 換気扇 1

ACP-1 空冷式パッケージ型空気調和機 電気室 形　式　　天吊露出型

3 200

リモコン 2 電気室、搬入ステージ

　　　　　冷房能力　22.4kW

　　　　　暖房能力（メーカー標準）

圧縮機

送風機（外）

送風機（内）

0.4

0.3

室外機、転倒防止処置を施す

記号 台 設置場所 備　考運転方式
Ｖφ

電　動　機

W
機　器　仕　様系　統機　器　名　称

記号 台 設置場所 備　考運転方式
Ｖφ

電　動　機

W
機　器　仕　様系　統機　器　名　称

FS-5 送風機（給気） ２階電気室 1 100 50 タイマー 1

　　　　　200φ　× 370 m3/h×40 Pa

付属品　　フィルター付吹出しグリル（メーカー標準品）

ＦＥ-5 送風機（排気） FS-5と連動 1

FS-6 送風機（給気） ２階倉庫 1

FE-6 送風機（排気） FS-6と連動 1

FS-7 送風機（給気） 階段室１ 1

FE-7 送風機（排気） 1

FE-3-2 消音器室 3 200 130 1 消音器室上部

施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 -

空調・換気　機器表

事 業 所 名

図面番号

形　式　　天吊斜流ファン

　　　　　200φ　× 370 m3/h×30 Pa

付属品　　吸込みグリル（メーカー標準品）

1 100 50２階電気室 ２階電気室

２階電気室

２階倉庫1 100 30形　式　　天吊斜流ファン

　　　　　150φ　× 130 m3/h×30 Pa

付属品　　吹出しグリル（メーカー標準品）

２階倉庫 形　式　　天吊斜流ファン

　　　　　150φ　× 130 m3/h×20 Pa

付属品　　吸込みグリル（メーカー標準品）

1 100 30 ２階倉庫

１階階段室１

２階階段室１階段室１

形　式　　天吊斜流ファン

　　　　　200φ　× 220 m3/h×20 Pa

形　式　　天吊斜流ファン

　　　　　200φ　× 220 m3/h×20 Pa

付属品　　吸込みグリル（メーカー標準品）

付属品　　吹出しグリル（メーカー標準品）

FS-7と連動

1 100 50

1 100 50

送風機（排気） 形　式　　天吊斜流ファン

　　　　　300φ　×1,350 m3/h50 Pa

１階階段室２

階段室２ ２階上部階段室２形　式　　角穴取付タイプ（エアパス） 1 100 12

　　　　　 230×230    230 m3/h× 0 Pa

　　　　　両面角グリルタイプ

FE-3-1 全開口型排気消音器 形　式　　鋼板製有圧換気扇　消音器（６５ｄＢ仕様） 3 200 1

　　　　　 450φ　×  5,000 m3/h× 50 Pa

FS-3-1 全開口型給気消音器 ＮＯ，３、４ポンプ室 形　式　　鋼板製有圧換気扇　消音器（６５ｄＢ仕様） 3 200 0.4ｋＷ タイマー 1

　　　　　 450φ　×  5,000 m3/h× 50 Pa

２階エンジン室

２階エンジン室

FS-3-1連動0.4ｋＷ

FE-3-2と連動

タイマー

タイマー

タイマー Mgで電動ポンプの運転信号を受けて停止。

Mgで電動ポンプの運転信号を受けて強制運転。

Mgで電動ポンプの運転信号を受けて強制運転。

ＮＯ，３、４ポンプ室

記号 台 設置場所 備　考運転方式
Ｖφ

電　動　機
機　器　仕　様系　統機　器　名　称

FS-1 全開口型給気消音器 ＮＯ，１ポンプ

記号 台 設置場所 備　考運転方式
Ｖφ

電　動　機

kW
機　器　仕　様系　統機　器　名　称

FS-4 全開口型給気消音器 自家発 形　式　　軸流ファン　消音器（６５ｄＢ仕様） 3 400 5.5 自家発と連動 3

　　　　　900φ　×26240 m3/h×240 Pa

給気ファン室

          ＦＤ＋ＭＶＤ（リミットスイッチ付）

FE-4-1 全開口型排気消音器 自家発　エンジン室 形　式　　軸流ファン　消音器（６５ｄＢ仕様） 3 400 5.5 自家発と連動 1

　　　　　950φ　×26100 m3/h×240 Pa

付属品　　ＦＤ＋ＭＶＤ（リミットスイッチ付）　誘導ダクト

排気ファン室

FE-4-2 全開口型排気消音器 自家発　消音器室 3 400 5.5 自家発と連動 1 排気ファン室

形　式　　軸流ファン　消音器（６５ｄＢ仕様） 3 400 5.5 ＮＯ，１ポンプと連動 2

　　　　　900φ　×28440 m3/h×240 Pa

給気ファン室

          ＦＤ＋ＭＶＤ（リミットスイッチ付）　

電源送り・制御はＰＥ工事

FE-1-1 全開口型排気消音器 ＮＯ，１ポンプ　エンジン室 形　式　　軸流ファン　消音器（６５ｄＢ仕様） 3 400 3.7 ＮＯ，１ポンプと連動 1

　　　　　700φ　×16090 m3/h×240 Pa

付属品　　ＦＤ＋ＭＶＤ（リミットスイッチ付）　誘導ダクト

排気ファン室

FE-1-2 全開口型排気消音器 ＮＯ，１ポンプ　消音器室 形　式　　軸流ファン　消音器（６５ｄＢ仕様） 3 400 3.7 ＮＯ，１ポンプと連動 1

　　　　　700φ　×18080 m3/h×240 Pa

付属品　　ＦＤ＋ＭＶＤ（リミットスイッチ付）　誘導ダクト

排気ファン室

FS-2 全開口型給気消音器 ＮＯ，2ポンプ 形　式　　軸流ファン　消音器（６５ｄＢ仕様） 3 400 5.5 ＮＯ，2ポンプと連動 2

　　　　　900φ　×28440 m3/h×240 Pa

付属品　　屋外フード（ＦＳ－１と兼用）　接続ダクト

給気ファン室

          ＦＤ＋ＭＶＤ（リミットスイッチ付）

FE-2-1 全開口型排気消音器 ＮＯ，2ポンプ　エンジン室 形　式　　軸流ファン　消音器（６５ｄＢ仕様） 3 400 3.7 ＮＯ，2ポンプと連動 1

　　　　　700φ　×16090 m3/h×240 Pa

付属品　　ＦＤ＋ＭＶＤ（リミットスイッチ付）　誘導ダクト

排気ファン室

FE-2-2 全開口型排気消音器 ＮＯ，2ポンプ　消音器室 形　式　　軸流ファン　消音器（６５ｄＢ仕様） 3 400 3.7 ＮＯ，2ポンプと連動 1

　　　　　700φ　×18080 m3/h×240 Pa

付属品　　ＦＤ＋ＭＶＤ（リミットスイッチ付）　誘導ダクト

排気ファン室

電源送り・制御はＰＥ工事

電源送り・制御はＰＥ工事

電源送り・制御はＰＥ工事

電源送り・制御はＰＥ工事

電源送り・制御はＰＥ工事

形　式　　軸流ファン　消音器（６５ｄＢ仕様）

　　　　　750φ　×20210 m3/h×240 Pa

付属品　　ＦＤ＋ＭＶＤ（リミットスイッチ付）　誘導ダクト

電源送り・制御はＰＥ工事

電源送り・制御はＰＥ工事

電源送り・制御はＰＥ工事

          ＦＤ＋ＭＶＤ（リミットスイッチ付）

          ＦＤ＋ＭＶＤ（リミットスイッチ付）

kW

原図：A１

津市下水道局下水道施設課

津市 高茶屋小森上野町 地内

天神ポンプ場（建築機械設備）築造工事

付属品　　本体リモコン、室外機置架台

4.6

形　式　　天吊斜流ファン

屋内　SGHC　屋外SUS304

屋内　SGHC　屋外SUS304

屋内　SGHC　屋外SUS304

屋内　SGHC　屋外SUS304

屋内　SGHC　屋外SUS304

屋内　SGHC　屋外SUS304

屋内　SGHC　屋外SUS304

屋内　SGHC　屋外SUS304

合成樹脂

鋼板製

鋼板製

鋼板製

鋼板製

鋼板製

鋼板製

屋内　SGHC　屋外SUS304

屋内　SGHC　屋外SUS304

屋内　SGHC　屋外SUS304

鋼板製

鋼板製

令和元年度下施雨ポ公補第６号
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付属品　　屋外フード（SUS）　接続ダクト 付属品　　屋外フード（SUS）　接続ダクト

付属品　　屋外フード（SUS）、換気扇ボックス

付属品　　屋外フード（SUS）、換気扇ボックス

結線を施工する

結線を施工する

結線を施工する

結線を施工する



施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 １／１００

空調２階平面図

事 業 所 名

図面番号

２階平面図　　１／１００

6200 5000 5500 6500 6500 3500 7000 6500 5000 4000

55700

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

60
00

55
00

75
00

19
00
0

A

B

C

D

Ｂ

Ｂ

ＲＲ

Ｒ

Ｒ Ｒ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

ACP

1

ACP

1

9.5φ-25.4φ

EM-CE 3.5　-3C

30

4040

30

C
C

EM-CEE 1.25 -2C

9.5φ-25.4φ

EM-CE 3.5　-3C

(管路)

EM-CEE 1.25 -2C(管路)

EM-CEE 1.25 -2C
(管路)

特記）リモコン用配管・BOX類は電気設備工事とする。

（冷媒管共巻き）

（冷媒管共巻き）

▽+6.000

▽+6.000

▽+6.000

階段室

ＷＣ

EPS

排気ファン室

エンジン室

電気室

排気ファン室

搬出入スペース上部

給気ファン室

ハンドホール

倉庫

ホール

１０ｋＮ

１０ｋＮ

１０ｋＮ

２０ｋＮ

２０ｋＮ

３０ｋＮ

３０ｋＮ

１０ｋＮ

上部　ホイストレール２０ｋＮ吊り

燃料小出槽

津市下水道局下水道施設課

原図：A1

津市 高茶屋小森上野町 地内

天神ポンプ場（建築機械設備）築造工事

令和元年度下施雨ポ公補第６号

7/11



施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 １／１００

換気１階平面図

事 業 所 名

図面番号

１階平面図　　１／１００

Ｂ

Ｂ

6200 5000 5500 6500 6500 3500 7000 6500 5000 4000

55700

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

60
00

55
00

75
00

19
00
0

A

B

C

D

Ｅ
Ａ

300φ

300φ
FE

3-2

200φ

VD

吹出しグリル（フィルター付）

FS

7

VE

2

VD

▽+3.700

▽-1.40

▽+2.100

▽-1.400

▽+2.500

▽+2.700

▽+2.100

▽+2.500

▽+2.530

▽+2.500

ハンドホール

階段室 地下タンク式燃料貯留槽

吐出井

管理用水路

搬出入スペース

除塵器スペース 消音器室

玄関

ポーチ

足洗い場

上部開口

上部開口

床排水ピット

吊上げ吊下げ

津市下水道局下水道施設課

原図：A1

津市 高茶屋小森上野町 地内

天神ポンプ場（建築機械設備）築造工事

令和元年度下施雨ポ公補第６号
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施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 １／１００

換気２階平面図

事 業 所 名

図面番号

２階平面図　　１／１００

6200 5000 5500 6500 6500 3500 7000 6500 5000 4000

55700

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

60
00

55
00

75
00

19
00
0

A

B

C

D

Ｂ

Ｂ

200φ
VD

FS

5

吹出しグリル（フィルター付）

200φ
VD

吸込みグリルFE

5

VE

1

150φ

VD

吹出しグリル（フィルター付）

FS

6

150φ

VD 吸込みグリルFE

6

200φ

VD 吸込みグリルFE

7

Ｅ
Ａ

300φ

300φ

▽+6.000

▽+6.000

▽+6.000

階段室

ＷＣ

EPS

排気ファン室

エンジン室

電気室

排気ファン室

搬出入スペース上部

給気ファン室

ハンドホール

倉庫

ホール

１０ｋＮ

１０ｋＮ

１０ｋＮ

２０ｋＮ

２０ｋＮ

３０ｋＮ

３０ｋＮ

１０ｋＮ

上部　ホイストレール２０ｋＮ吊り

燃料小出槽

FE

1-1

FE

2-1

FE

4-1

FE

1-2

FE

2-2

FE

4-2

FS

1

FS

2

FS

4

750

3
2
0
0

1070
50

1400

1
5
0
0

5
0

2
5
0
0

65

630

750 50
1400

1
5
0
0

5
0

2
5
0
0

350

65

B－B　断面図　1/100

Ａ Ａ

A－A　断面図　1/100

津市下水道局下水道施設課

原図：A1

津市 高茶屋小森上野町 地内

FD機器付き

FD機器付き

FD機器付き

FD機器付き

天神ポンプ場（建築機械設備）築造工事

令和元年度下施雨ポ公補第６号
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施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 １／１００

換気２階上部平面図

事 業 所 名

図面番号

２階上部平面図　　１／１００

6200 5000 5500 6500 6500 3500 7000 6500 5000 4000

55700

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

60
00

55
00

75
00

19
00
0

A

B

C

D

Ｂ

Ｂ

Ａ Ａ

VE

3

FE

3-1

FS

3-1

FS

3-1

A－A　断面図　1/100

FE

3-1

L－L　断面図　1/100

Ｌ

Ｌ

上部ホイストレール２０ｋＮ吊り

Ｒｏｏｆ．Ｃ

Ｒｏｏｆ．Ｂ

排気チャンバー

排気チャンバー

エンジン室上部吹抜

（水勾配）

（
水

勾
配

）
（

水
勾

配
）

8 9

給気ファン室

津市下水道局下水道施設課

原図：A1

津市 高茶屋小森上野町 地内

天神ポンプ場（建築機械設備）築造工事

令和元年度下施雨ポ公補第６号
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施工箇所名

工事名

図面の種類

縮      尺 １／１００

換気Ｂ－Ｂ断面図

事 業 所 名

図面番号

Ｂ－Ｂ断面図　　１／１００

300φ

VD

300φ

6200 5000 5500 6500 6500 3500 7000 6500 5000 4000

55700

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

▽-0.900

▽+2.50

 LWL-2
LLWL-2

-1.400

COP-0.650

HWL -1.000

▽-0.750

-5.500

-3.700
-4.000

+2.100

+6.000

+4.200

+13.700

-4.400

+2.500

+2.400

+6.000

+9.800

+13.000 +13.000

+13.700

+6.000

+2.400

-1.400

-5.500

+9.800

-3.100

-3.700-3.700

-0.100
-0.500

+2.750

+2.100

Ｎｏ．１流入ゲート

消音器室

電気室
排気ファン室

吐出井

除塵器スペース 除塵器スペース

排気チャンバー

エンジン室

Ｒｏｏｆ．Ｂ

Ｒｏｏｆ．Ａ

Ｒｏｏｆ．Ｃ

建築工事

土木工事

建築工事

土木工事

2400

Ｅ
Ｘ

Ｐ
．

Ｊ

30
0

80
00

11
30
0

20
0 10
0

12
00

35
00

38
00

32
00

70
0

69
00

65
00

40
0 10
0

40
0

15
00

40
0

90
0

60
0

38
00

71
00

30
0 20
0

33
00

76
00

39
00

20
0 10
0

15
00

68
00

30
030
0

20
0

10
0

15
00

41
00

74
00

38
00

32
00

70
0

30
0

94
00

11
30
0

FE

3-2

津市下水道局下水道施設課

原図：A1

津市 高茶屋小森上野町 地内

天神ポンプ場（建築機械設備）築造工事
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2345678910 1

1

+13.000

+13.700

11
,3
00

10
,6
00

最
高
の

軒
の

高
さ

パ
ラ
ペ

ッ
ト

天
端

東立面図　S=1/100

2 3 4 5 6 7 8 9 10

+13.000

+13.700

11
,3

00

10
,6

00
最
高
の
軒
の
高
さ

パ
ラ
ペ
ッ
ト
天
端

ラインは、打継目地部分を示す。

破線ラインは、誘発目地部分を示す。

凡例
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C-C断面図　S=1/100
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D-D断面図　S=1/100
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